























































































































織 1)、本多　倫子 1)、冨工　由貴 1)、坂口　直子 2)、
猪口　　薫 3)、中尾　英人 2)
【はじめに】人間ドックは、早期発見・早期治療の二次予防だけで
なく、健康教育、疾病予防の一次予防も担っている。受診者の中に
は検査結果に異常が示されても、自覚症状がなく病識を持たないと、
問題視せずに放置する者も少なくない。また実際に生活を改善して
も、継続は極めて困難である。そのため受診後のフォローにより良
好な状態を維持できるようなシステム作りが必要である。今回、当
院の人間ドック受診後に栄養指導を実施した者を対象に、栄養指導
が体重や血液学的データに与える影響とドック受診後の管理栄養士
の介入について今後の課題も交えて検討したので報告する。
【対象】当院の人間ドックをH23～H24年度に継続して受診した649
名中、以下の条件によって選んだ指導群と対照群の計22名。平均年
齢50.1±10.7歳。指導群はドック受診後に当院で栄養食事指導を実
施した者のうちBMI≧25の8名。対照群はドック受診者のうちD判定
かつBMI≧25の者（283名）の中から性別、年齢を考慮し無作為に
抽出した14名。
【方法】H23年度とH24年度のBMI、血液生化学検査の推移を調査し
た。
【結果】各群のH23年度、次年度の比較では、指導群においてHDL、
肝機能（GOT、GPT）、HbA1cが有意に改善した。BMI、腹囲、
LDLにおいても改善傾向にあった。対照群ではすべての項目で有意
差はみられず、指導群に比べ不変もしくは悪化傾向であった割合が
高かった。
【考察】人間ドック時は指導時間にも限りがあるため、日常生活の
全てに介入するのは困難であり、十分な指導ができない場合もある。
人間ドック後に管理栄養士が介入することによって、患者の生活背
景まで十分に理解した上で患者に合わせた指導や目標の設定が可能
となり、患者の理解や意識が高められるため、有意な改善が見込ま
れる。
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